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１０１年目の連携１０１年目の連携
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医療被ばく低減施設認定
を取得しました
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検査科

i

医療技術部紹介
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精神科認定看護師

①すぐれた看護実践能力を用いて、質の高い精神科看護を実践すること。

②精神科看護に関する相談に応じること。

③精神科看護に関する指導を行うこと。

④精神科看護に関する知識の発展に貢献すること。
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平成27年度北海道社会貢献賞を受賞して平成27年度北海道社会貢献賞を受賞して
～旭川赤十字病院ボランティア・アンリーの紹介～～旭川赤十字病院ボランティア・アンリーの紹介～
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退職医師のお知らせ
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地域医療連携室からのおしらせ地域医療連携室からのおしらせ

―第17回旭川赤十字病院医療連携の集い開催のご案内―――――――
（日　時）　平成28年2月29日（月曜日）18時30分
（会　場）　旭川グランドホテル　3階　彩雲の間（旭川市6条通9丁目）
（司会・座長）　　　副院長　　吉田　一人
演題1　「地域医療連携の展望　～旭川赤十字病院が目指す新たな地域医療連携～」

院　長　牧野　憲一
演題2　「脳卒中の最新治療と地域連携」

１）脳卒中の現状と地域連携 副院長　吉田　一人
２）脳梗塞の血管内治療 脳神経外科副部長　淺野　　剛
３）脳卒中の看護と地域連携

看護係長　脳卒中リハビリテーション看護認定看護師　武藤　　環
４）脳梗塞の二次予防 神経内科部長　浦　　茂久
５）脳卒中の急性期外科治療 脳神経外科副部長　竹林　誠治

　講演会終了後、情報交換会を予定しております。

　※詳細は別途ご案内いたします


―「開放病床」をご利用ください ―――――――――――――――――
　「開放型病床」とは、患者さまのかかりつけ医、かかりつけ歯科医と当院の医師が、
共同して患者さまの診療を行える病床のことです。また、手術や検査などを一緒に行い、
よりレベルの高い治療を実現します。退院後は、かかりつけ医、かかりつけ歯科医で引
き続き患者さまを診て頂くことになります。
　当院では、常時、開放病床を確保しています。
・救急患者として紹介するほどではないが、心配なので入院にて1日経過をみたい
・紹介患者の手術、検査に立ち会いたい
　と考えるような患者さまへの利用を想定しています。
【メリット】
・当院主治医と共同して診療に当たっていただきますので、入院中の状態が把握でき、
退院後も継続した診療を行うことができます。

・患者様にシームレスな医療を提供することで、安心感をもっていただけます。
運用の主な流れは以下の通りです。
１．開放病床への入院を希望される時には当院地域医療連携室に電話にてご連絡下さ
い。（紹介状をご準備ください）
　※受付時間は、当院の休診日以外の８時３０分から１６時３０分までです。

２．患者さまは、紹介状専用受付にて受付後、診察を行い入院します。
３．診療は、かかりつけ医、かかりつけ歯科医と当院の医師が共同で行います。
　※開放型病院共同指導料の算定が可能です。

４．翌日以降の入院の継続もしくは退院の決定についても、かかりつけ医、かかりつ
け歯科医と当院の医師が共同で行います。
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